




主  論  文 
Association of physical performance and pain with fear of falling 
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体重から BMIを算出し、身体パフォーマンスとして握力、普通 6m 歩行時間(6MWT)、
5回椅子立ち上がり時間(CS-5)、Functional Reach Test (FRT)、Timed Up and Go Test 
(TUG)を測定した。 
統計解析は転倒恐怖感有り群、転倒恐怖感無し群の 2群間における各身体パフォー







結   果 
転倒恐怖感の有病率は 36.3%であり、65-74 歳の群と比較して 75 歳以上の群にお















Short Physical Performance Battery、握力、TUG、歩行能力との関連が報告されて
いる。身体パフォーマンスの低下は、身体的対応能力の悪化に繋がり、転倒歴に関わ
らず転倒恐怖感を増加させると推測される。 
 転倒恐怖感は、筋力低下との関連も報告されている。先行研究により転倒恐怖感は
活動範囲を狭小化させ、結果的に筋機能低下に繋がる。また、転倒恐怖感を有する高
齢者は、日常の活動を避けるようになり、これにより更なる筋力低下が引き起こされ
ると述べられている。しかしながら、本研究は横断研究であり、筋力低下、活動減少、
転倒恐怖感の発生時期は分からないため、因果関係は明らかにできない。 
 転倒恐怖感と痛みの関連についてはいくつかの報告があるが、本研究では上肢痛、
下肢痛、腰痛と転倒恐怖感との関連を示した。先行研究で転倒恐怖感を有する者は、
腰痛を訴える者が多く、高齢者において痛みは転倒恐怖感の危険因子となると報告さ
れている。疼痛を有する高齢者を対象とする臨床では転倒恐怖感を評価検討し、必要
に応じて危険因子に対して介入することが大切である。 
 バランス機能と転倒恐怖感の関連が報告されているが、本研究においては有意差を
認めなかった。 
 合併症、視覚障害、転倒歴と転倒恐怖感との関連が報告されている。よって本研究
では、これらをロジスティック回帰分析の調整変数として投入した。視覚障害は白内
障の有無で評価したため、全ての視覚障害が含まれていない可能性があり、本結果は
転倒恐怖感との関連を過小評価した可能性がある。 
 本研究では、地域在住高齢者において、転倒恐怖感と低い身体パフォーマンス、痛
みとの関連を示した。身体機能の維持と痛みの管理は、転倒恐怖感を有する高齢者に
おいて重要であると考えられる。 
